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ききららっっとと！！

バスをご利用の場合

JR法隆寺駅から東安堵まで 約 ８ 分
近鉄平端駅から東安堵まで 約 15分

奈良交通・安堵町コミュニティバスが
ご利用いただけます。

自動車をご利用の場合

奈良公園
薬師寺

より‥‥‥‥‥‥‥‥‥
より‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

西名阪自動車道

約３０分
約２０分

まほろばキッチンより‥‥‥‥‥約３０分

法隆寺 より‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10分約

法隆寺ＩＣより‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6 分約
大和まほろばスマートＩＣより‥ 5 分約

飛鳥より‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥約３０分

TEL：0743-57-1511（代） FAX：0743-57-1525
mail：machizukuri@town.ando.lg.jp

発行：2022.10
安堵町役場　まちづくり推進課発行元

ア ク セ ス
Access route

map

このパンフレットは安堵町ホームページから
PDFファイルでダウンロードしていただけます。
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大和古代米

匂い袋 千鶴万亀

ミニ行灯「しあわせの灯」 大和なたね油

赤米
赤飯の原種であり、
タンニン系の色素
が含まれ現代では、 
健康食品として注
目されています。 古代米かきもち

赤米を使用した非常にヘルシーな
かきもちです。

緑米
収穫量が少ない品種で希少種
とされ、クロロフィル系の色素 
が含まれて赤米と同じく健康
食品として注目されています。藺草に精油を染みこませた匂い袋

和ろうそく
灯芯を用いた
和ろうそく

実り
赤米と緑米をブレンドしました。

古代米  Kodaimai
藺草について…16 ページ
いぐさ

藺草  Igusa
藺草を使った飾りです。

灯芯  Toushin
灯芯について…16 ページ
とうしん

たんころ
灯芯を油で灯す
灯火具です。

藺草からひき出された灯芯を灯明皿や
たんころに使用できるサイズとなります。

切り灯芯

「中家の魅力」
中世武士の生活を今に伝える貴重な
「中家住宅」の魅力を紹介する本。周辺
の歴史解説もされています。

一筆箋
ちょっと一言添えたいときに便利な一筆箋。
万葉の花など約 30 種類もの趣あふれる日本画一筆箋を
取り扱っています。

「太子道 聖徳太子の道を往く」
太子道の主要なルートを紹介
する、史跡探訪に必携の書です。

富本憲吉「四弁花」模様 日本近代陶芸の巨匠、富本憲吉の代表的な四弁花模様の作品を用いて
製作された風呂敷とネクタイピンです。

オリジナル風呂敷、ネクタイピン、あんどかるた

風呂敷サイズ
（左） 68cm×68cm
（右） 41cm×41cm

安堵町
文化観光館
「四弁花」

安堵町
歴史民俗
資料館

中家住宅

TEL.0743-57-1540
お問い合わせ

TEL.0743-57-5090
お問い合わせ

TEL.0743-57-2284
お問い合わせ

令和４（2022）年９月現在

2,000円（税込）

600円左：2本入り （税込）

500円1ヶ （税込）

2,200円右上：絵ろうそく （税込）

2,000円左： （税込）
3,000円右： （税込）

1,200500ml 円（税込）
600200ml 円（税込）

700円右下：5本入り （税込）

880円（税込） 2,500円（税込） 1,500円（税込）

100円（税込）

100円1ヶ （税込）

2,000円（税込）

300円1ヶ （税込）

400円1ヶ （税込）

700円2ヶ （税込）

1,000円3ヶ （税込）

350円1冊 1,000円3冊1,900円 1,800円
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安 堵 町 の イ ベ ン ト 歳 時 記安 堵 町 の イ ベ ン ト 歳 時 記
Event Calendar

安 堵 町 の イ ベ ン ト 歳 時 記安 堵 町 の イ ベ ン ト 歳 時 記

安堵町文化祭
場所：トーク安堵カルチャーセンター

安堵町
産業フェスティバル
場所：安堵中央公園

初釜茶会
場所：安堵町歴史民俗資料館

天理軽便鉄道模型運転会
場所：安堵町歴史民俗資料館

安堵町ふれあい
盆踊り大会
場所：安堵中央公園 ８月

下旬

10月
下旬

なもで踊り奉納
場所：飽波神社

11月
上旬

11月
下旬

１月
中旬

２月
１１日

令和４（2022）年９月現在
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　安堵町出身の富本憲吉（1886 ～ 1963）は、日本近代陶芸の巨匠として広く知られて

います。昭和30（1955）年には重要無形文化財技術保持者（人間国宝）にも認定され、また

昭和36（1961）年には文化勲章を受章しています。安堵の美しい自然と景観のなかで育

まれたこころと技は、近代陶芸の巨匠と呼ばれる憲吉独自の清純で華麗な世界をつくり

あげました。繊細で美しく気品にあふれる色絵磁器の数々は特に必見です。彼の残した

足跡は、「陶芸のさと安堵」として後世に受け継がれているのです。

安 堵 町 の 偉 人
The great people from Ando

富 本  憲 吉
と み も と    け ん き ち

近代陶芸の巨匠

　今村家は、東安堵村で代々庄屋役などの村役を務めた家です。村の氏神である飽波神

社宮座の座長としても名を連ね、江戸期の貞享年間（1684～1688）にはその存在を確認

することができます。

　この今村邸（現安堵町歴史民俗資料館）は、明治20（1887） 年に大阪府から奈良県を独

立・再設置に導いた運動家である今村勤三（1852～1924）や、大阪帝国大学（現大阪大学）

第5代総長を務め医学界への多大な功績により文化功労者として顕彰された今村荒男の

生家でもあります。

今 村  勤 三
い ま む ら    き ん ぞ う

奈良県再設置の功労者

今 村  荒 男
い ま む ら    あ ら お日本医学界の歴史特に

感染症医療で大きな功績

富本憲吉の生家（現：うぶすなの郷ＴＯＭＩＭＯＴＯ） 赤地金銀彩染付　村落遠望図大陶板　制作年1959年

今村勤三の生家（現：安堵町歴史民俗資料館） P.9今村 勤三 今村 荒男

富本 憲吉
1886 年（明治 19年）
東安堵村（現奈良県生駒郡安堵町東安堵）の
旧家、富本家の長男として誕生。
1913 年（大正 2年）
安堵の自宅に楽焼窯を築く。
1926 年（大正 15年・昭和 1年）
東京移住。
1935 年（昭和 10年）
帝国美術学校（現武蔵野美術大学）教授に就任。
1945 年（昭和 20年）
工芸技術講習所の職員・生徒は飛騨高山に疎開
する。終戦後、職員・生徒は本校に帰ったが、憲吉
は高山に残留し、研究と制作を続けた。
1946 年（昭和 21年）
単身郷里安堵へ帰る。東京美術学校教授、帝国
芸術院会員を辞任する。
1950 年（昭和 25年）
京都市立美術大学教授に就任。
1955 年（昭和 30年）
第 1 回重要無形文化財技術保持者（色絵磁器）に
認定される。
1961 年（昭和 36年）
文化勲章受章。
1963 年（昭和 38年）
京都市立美術大学学長に選任されるも、６月に
逝去。従三位勲二等旭日重光章を贈られる。

今村勤三・ササノ夫婦
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灯芯ひき・わらぞうり作り体験

安堵町役場庁舎１階ギャラリー
安堵町役場 開庁/平日8：30～17：15

灯芯ひき
体験

わらぞうり
作り体験

日 時 年間スケジュールあり：
場 所 安堵町歴史民俗資料館：
入館料 大人200円、大学生・高校生100円、中学生・小学生50円：

申 込 事前申込、または当日参加（TEL:0743-57-5090）：
募集人数 1回につき各10人まで：

富本憲吉の作品1階ロビーの庁舎ギャラリー 伝統産業「灯芯」からなる工芸品等 休憩スペース

〒639-1095 奈良県生駒郡安堵町東安堵958
展示内容は変更になる場合があります

TEL：0743-57-1511（代）

安 堵 町 の ア ク テ ィ ビ テ ィ !

灯芯ひき わらぞうり作り
和ろうそくの芯として使われている灯芯を
藺草から引きだす技術を体験できます。

わらを綯うところから体験できます。
作ったわらぞうりは持って帰っていただけます。
※参加当日は、はさみを持参のうえ、ズボンでお越しください。

“Toshin” is a Japanese candle wick and at this event you can 
experience removing it from the skin of “Igusa” (a rush 
plant).

You can make your own straw sandals.
 ※Please bring scissors and wear pants.

Lamp Wick Making (Toshin-hiki) Straw Sandal (Wara Zouri) Making

Date and time : See schedule. ※Please inquire at Ando Historical Folklore Museum.
Place : Ando Historical Folklore Museum
Admission fee : Yen 200 - Adults
                        Yen 50 - Elementary and Junior High School Students
                        Yen 100 - High School and College Students 
Maximum Number : 10 people per session
※Please make a reservation in advance. TEL 0743-57-5090

Lamp Wick Making/ Straw Sandal (Wara Zouri) Making

Things to do

※詳しくは、安堵町歴史民俗資料館（下記電話番号）に
　お問い合わせください。

い ぐ さ

な
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Intangible Folk Cultural Asset “Toshin-hiki”

　灯芯は藺草の皮を除いた“髄”の部分で、油をしみ込ませて火をともすには最
適の素材です。よく水に浸した藺草を「ひき台」とよばれる道具の刃で外皮をひ
き裂き、‘’髄‘’を切断することなくひき出します。灯芯は、和ろうそくの芯とし
ても使われています。竹串に和紙、灯芯を巻き付けていきます。さらに真綿（絹）
を絡めて芯を作ります。古くから、日本に伝わったろうそく作りの技術が、天然
のハゼの実を原料として、独自の和ろうそく作りを発展させてきました。和ろ
うそくは洋ろうそくにはない、ほのかに優しい揺らぎのある灯りを届けてくれ
ます。

灯 芯 ひ き 技 術
と う し ん

安 堵 町 の 無 形 民 俗 文 化 財

Tomimoto Kenkichi , a Master of Modern
Ceramic

Lamp Wick Making(Toushin-hiki), 
a Traditional Industry

Arao Imamura, The History of the Japanese 
medical community, especially great
achievements in the treatment of infectious 
diseases.

Tomimoto Kenkichi (1886-1963), who was born in Ando, is widely recognized 
as a master of modern Japanese ceramics. In 1955 he was designated as a 
holder of important intangible cultural assets (a living national treasure) and in 
1961 he received the Order of Cultural Merit.

Lamp wicks are made from the piths of stalks of Japanese lamp 
rush (a type of grass) with the husks removed,providing the 
ideal material for lamp lighting because of how it absorbs the 
oil. Lamp rush stalks that have been thoroughly soaked in 
water have their husks torn off with the blade of a tool called a 
"hikidai" (pulling board), enabling the piths to be pulled out 
without cutting them. These lamp wicks are also used as the 
wicks of Japanese candles in a process that involves wrapping 
bamboo skewers in Japanese paper and lamp wick material, 
then lacing silk around the result to make the candle wick. The 
method for candle-making handed down from ancient times in 
Japan uses natural wax from the fruit of the Japanese wax tree, 
and has driven the independent production of Japanese 
candles. Unlike candles from the West, Japanese candles give 
off a light (Akari) with a faintly gentle sway.  

This Imamura Residence (currently the Ando Town Museum of History and 
Folklore) is home to Kinzo Imamura, a campaigner who led the independence 
and reestablishment of Nara Prefecture from Osaka Prefecture in 1887.
Arao Imamura, As the 5th president of Osaka University, he was Honored as a 
person of Cultural Merit for his great achievements in the medical world.

藺草作り
い ぐ さ

芯巻き

藺干し風景

生育した藺草

長灯芯写真提供：三嶋ろうそく店（岐阜県飛騨市）写真提供：中川商店（安堵町）

灯芯ひき

1.
灯芯ひき台を用いて、事前に
湿らせた藺草を使います。

2.
灯芯ひき台の上部にある刃先を
用いて藺草を矢印方向へ少し
刺します。

3.
刃先へと刺した藺草を右手を使い矢印方向へ
剥いていきます。この時左手は刃先と藺草が
ずれないように押さえます。

4.
藺草から取り出された
灯芯
左：灯芯   右：藺草殻

ずい
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安堵町文化観光館「四弁花」
「四弁花」とは、安堵町が生んだ日本近代陶芸の巨匠である富本憲吉の作
品に用いられた四弁花模様から由来しています。安堵町の観光発信の拠
点として、富本憲吉の生家前にオープンしました。１階はギャラリー兼
休憩スペース、２階は研修室としてご利用いただけます。

“Shibenka” comes from the artistic design which was used by a master of Japanese 
modern ceramics from Ando town, Tomimoto Kenkichi. The hall is a base of Ando 
town’s tourism information and located in front of the house where Kenkichi was born. 
Inside the hall, the gallery and a rest area are in the first floor, and the second floor can 
be used as a training room.

Ando Cultural Tourism Hall 「Shibenka」

安堵町文化観光館「四弁花」
奈良県生駒郡安堵町大字東安堵1352－１

開館時間/9:00～17:00
TEL：0743-57-1540 FAX：0743-57-1541

※夜間研修室を使用する場合21：00まで開館
休館日/土曜日・12月27日から翌年１月5日まで

Address : 1352-1, Higashi Ando, Ando-cho

Opening Hours: 9 am to 5 pm (It can use until 9 pm maximum) 
Closed Saturdays, and 27th December to 5th January

TEL: 0743-57-1540　FAX: 0743-57-1541

観光駐車場　普通自動車１０台、バス（有料）３台
詳しくは、左記の文化観光館「四弁花」にお問い合わせください。

上下水道庁舎上下水道庁舎

トーク安堵
カルチャーセンター
トーク安堵
カルチャーセンター

福祉保健センター福祉保健センター

観光駐車場観光駐車場

富本憲吉の生家富本憲吉の生家
（うぶすなの郷TOMIMOTO）（うぶすなの郷TOMIMOTO）

観音寺観音寺

P

飽波神社飽波神社

極楽寺極楽寺

歴史民俗資料館歴史民俗資料館

西名阪自動車道西名阪自動車道

安堵町役場安堵町役場

安堵町文化観光館
「四弁花」

安堵町の観光発信拠点

文化観光館「四弁花」

１階

２階

※当館に駐車場はありません。北側の観光駐車場をご利用ください。
　観光駐車場（普通自動車１０台、バス（有料）３台）
　詳しくは、上記の文化観光館「四弁花」にお問い合わせください。

※There is parking for tourists on the north of Ando Cultural Tourism Hall
   「Shibenka」. (Space for 10 cars and 3 buses.)
   For more details, please inquire at Ando Cultural Tourism Hall, Shibenka.

し べ ん か
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　安堵町一帯は、奈良盆地の中で最も低いところに位置し、奈良盆地
を流れる河川のほとんどがこの地付近で合流します。飛鳥時代には
難波と飛鳥を結ぶ水上交通の要衝で、隋や唐などの、大陸の国々との
交流に重要な拠点となっていました。日本書紀にも「阿斗桑市」や「阿
斗の河辺の館」（迎賓館のこと）などの記述が見られます。

　この水上交通は、のちに大きな流通へと発展し、大和の経済を支
えました。水量がある大坂の方は剣先舟が、水深が浅い大和の方は
「魚梁舟」とよばれる小型の川船が荷を運んでいました。魚梁舟は
大和各地から集めたお米を大坂に、大坂から肥料や塩を大和各地
に運んでいました。交易は、中世から明治の中頃まで盛んで、大和
各地の荷揚げ浜は御幸ヶ瀬浜（現在の安堵町笠目：御幸橋付近）
や、板屋ヶ瀬浜（現在の安堵町窪田・大和郡山市の境界付近）など、
多くの人でにぎわっていました。

水 運
す い う ん

な も で 踊 り

飽波神社のなもで踊り図絵馬
宝暦6(1756)年

左図：
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資料提供 辻本奨之氏

大和川流域

大阪府

富
雄
川

竜
田
川

佐
保
川

初
瀬
川

寺
川

飛
鳥
川

曽
我
川

葛
城
川

葛
下
川

高
田
川

奈良県

安堵町

♪テーンツクツ　テンツクツ
　テンテンツクツ　テンツクツ～♪ ～♪ありがたや　安堵の明神ありがたや

　雨は降らしゃる雨は降らしゃる
　立願の踊りは　ひと踊り～♪

お囃子に乗って、村人たちが雨乞いをしています。

と、そこへ鬼（雷神）が現れ、たちまち雨が！ （喜ぶ村人たち）

安 堵 町 の 歴 史

あとのくわいち

や な ぶ ね

けんさきぶね

あ

とのかわべのむろつみ
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（建造物）
飽波神社本殿
東安堵・西安堵の総鎮守社で、本殿は、
春日造、檜皮葺の県有形文化財です。

町指定文化財

（民俗）
東安堵の六斎念仏
大寶寺六斎講に伝わる、盆行事などで唱和される念仏です。

（民俗）
なもで踊り関係資料
飽波神社にはなもで踊りの衣装や絵馬など関連資料が
収められています。

第１号　（民俗）灯芯ひき技術
第２号　（建造物）天理軽便鉄道跡　木戸池築堤
第３号　（歴史資料）馬場塚 五輪塔地輪 附 馬場塚
第４号　（絵画）絹本著色阿弥陀十一尊来迎図
第５号　（絵画）絹本著色阿弥陀十一尊来迎図
第６号　（絵画）紙本著色阿弥陀十一尊来迎図
第７号　（彫刻）木造聖観音菩薩立像
第８号　（彫刻）木造聖観音菩薩立像

県指定文化財

第４号 第5号 第6号

第7号 第8号
14

　陸路では、 太子道が通じていて、 聖徳太子が住居のあった斑鳩宮から飛鳥
まで愛馬の黒駒で通ったとされます。 飛鳥時代には、 南北に走る大きな道、 
上つ道、中つ道、 下つ道に対して、 西に20度ほど傾いていたため、「筋違道」
とも呼ばれていました。 この太子道沿いには、 太子ゆかりの跡が数々残され
ています。かつて聖徳太子が見たであろう景色に思いを馳せながら、歩いて
みてはいかがでしょうか。

The History of Ando

太 子 道
た い し み ち

太子道

法隆寺

橘寺

伝小墾田宮跡

今井まちなみ
交流センター

多神社

法楽寺

白山神社

油掛地蔵

飽波神社

広峰神社

安堵町歴史民俗
資料館

法隆寺
平端

箸尾

田原本
西田原本

大和八木

畝傍

飛鳥

高田市

大和高田

高田

橿原神宮前

飽波神社の太子腰掛け石

飽波神社

Water Transportation Taishimichi (The Prince’s Road)
The Ando area is located in a low portion of the Nara basin at the confluence of 
most of its rivers. As such, the town was a key point for water transportation in 
the Asuka Period, linking Namba and Asuka. Ando was also an important hub 
for Japan' s interaction with the Sui and Tang dynasties, as well as other coun-
tries of mainland Asia. The name "Ato" can be seen in various place names listed 
in the Nihon Shoki (Chronicles of Japan), such as Ato no Kuwaichi and Ato no 
Kawabe no Yakata (a state guest house).

With regard to land transport, it is traditional held that the 
Taishimichi that runs through Ando was the road taken by 
Prince Shotoku from his home in lkaruga Palace to Asuka, on 
his favorite horse named Kurokoma. The Taishimichi is also 
known as the Sujikaimichi ("diagonal brace road") because it is 
tilted about 20 degrees to the west from the major north-south 
roads in the Asuka Period, which were the Kamitsumichi, 
Nakatsumichi, and Shimotsumichi. 
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聖徳太子の案山子像

（P.10）

すじかいみち
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極楽寺
阿弥陀如来坐像

大福寺
地蔵菩薩立像

安 堵 町 の 文 化 財

国指定文化財
Cultural assets

母屋

現在は奈良国立博物館に
寄託されています。

中家住宅

重要文化財

門前

持仏堂 本堂 新座敷 前栽 竃

内堀 持仏堂 庫裏

重要文化財 重要文化財


